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① 大阪大学の新箕面キャンパス
と新図書館
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３つのキャンパス
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箕面キャンパスの移転
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船場地区

粟生間谷地区



新箕面キャンパス：外国学研究講義棟
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箕面市立の複合公共施設
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箕面市立船場図書館
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市の蔵書
11万冊

大学の蔵書
60万冊

箕面市立萱野南
図書館が移転
（西へ700mの所から）



玄関（2階）
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公共図書館なので、
大学図書館のような
入館ゲートはない。



サービスカウンター（2階）
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市の業務端末カウンターと
大学の業務端末カウンター
が隣り合う。
＝図書館システムは別々。

｢ほぼ｣ワンストップ
｢擬似的な｣ワンストップ
を実現できている。



② 一体的運営の実際
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OUグローバルキャンパス
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新箕面キャンパス：国際性を活かした、
地域や社会、市民との共創の場。

船場図書館：大学と市民が連携する、
地域連携の活動拠点のひとつ。



船場図書館に期待される役割
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公共図書館としての固有の役割

大学図書館としての固有の役割

新たに地域連携の場としても発展
していくこと



船場図書館に期待される役割
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大学図書館としての固有の役割

移転前の大学図書館として行っていた
業務は、移転後もすべて継続。



船場図書館に期待される役割
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公共図書館としての固有の役割

1つの図書館を動かすのに必要な業務
（閲覧、受入、選書、企画）を、
他の箕面市立図書館と連携して実施。



箕面図書館課 外国学図書館班
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箕面図書館課長(1)

管理・学術情報
整備担当(5)

利用支援担当(6) 市民連携担当(4)

大学蔵書の受入･目録 主に大学サービス 主に市民サービス
(2021年に新設)

箕面市立船場図書館長を
兼ねる。

職員はすべて大阪大学所属。箕面市の職員はいない。

※丸括弧内の数字は人数。
（事務補佐員を含む）



統計①：入館者数
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箕面市立萱野南（移転前） 大阪大学外国学（移転前） 船場（移転後）

105,200

※どの年度も通常利用できていた7月～3月の合計を比較。

移転後は、移転前の2.2倍。

移転から現在まで、
市立図書館7館のなかで
1位の入館者数を継続中。

2.2倍



統計②：箕面市蔵書の貸出
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※どの年度も通常利用できていた7月～3月の合計を比較。

移転後は、移転前の1.5倍。

1.5倍
移転前は市内7館中の下位
グループだったが、移転後
は上位グループの仲間入り。



統計③：大阪大学蔵書の貸出（学外者）
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436 
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大阪大学蔵書の貸出(学外者)（冊）

※どの年度も通常利用できていた7月～3月の合計を比較。

学外者＝一般市民（卒業生
は含まない）。

5.2倍

移転後は、移転前の5.2倍。

移転前から､大学蔵書は一般
市民も借りることができた。



統計④：箕面市貸出券の新規発行
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箕面市貸出券の新規発行（枚）
箕面市内（移転前） 市外（移転前） 箕面市内（移転後） 市外（移転後）

※ 2021年度は6/21～3/31、他の年度は4/1～3/31の発行数。

全体として、
移転前の8.8倍（2021）、
7.2倍（2022）の発行数。

箕面市内の新規登録者だけ
ではなく、隣接する豊中市、
吹田市の新規登録者も急増
している。

8.8倍

405

3,574

2,930



③ 地域連携（図書館が大学と
市民のハブになった事例）
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学部連携イベント
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みんなあつまれ！ハンガリーのクリスマス
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主催：大阪大学外国語学部ハンガリー語専攻
協力：箕面市立船場図書館（指定管理者：大阪大学）



みんなあつまれ！ハンガリーのクリスマス
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サワッディー！知りタイ・タイの文化！
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主催：大阪大学外国語学部タイ語専攻
協力：箕面市立船場図書館（指定管理者：大阪大学）



サワッディー！知りタイ・タイの文化！
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サワッディー！知りタイ・タイの文化！
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大阪府立図書館から
｢アジアの絵本貸出セット｣
タイ絵本セットを借りて
充実した展示。
（箕面市立中央図書館から
の紹介による）



阪大生がリポートする台湾

27

主催：大阪大学台湾研究講座
協力：箕面市立船場図書館（指定管理者：大阪大学）



阪大生がリポートする台湾
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どのイベントにも共通すること
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「ふだん大学で学んでいること、
教えていることを通じて、
地域の人に貢献したい」

という教員・学生の思い。



外国語学部との連携による付加価値
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すべてのイベントに、多言語・多文化
の色彩が加わること。



生涯学習講座
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箕面市立船場生涯学習センター
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図書館の上階（5・6階）

学内の別の部署が管轄

貸室事業のほか、大阪大学の
教員による生涯学習講座も展開



図書館活用法講座（2022年3月～）
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④ 職員の成長・チームの成長
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業務の幅と利用者の幅の広がりへの対応
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柔軟性

挑戦する心

チームの成長



柔軟性
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どんな人にも、どんなニーズにも
対応できるような柔軟な態度を育む。



挑戦する心
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挑戦する心
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チームの成長
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市民連携担当4名だけで全ての業務は
こなせない。（特に企画業務）

学部連携イベント→課内で割り振り。



チームの成長
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ここでしか得られない経験がある。
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